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総
会
と
新
春
懇
親
会

林

芳

今
年
も
二
月
十
一
日
に
「

南
春
」
に
て
、
川
口
市
日
中
友

協
会
の
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

た
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
で
は
加
藤
理
事
長

規
約
に
則
り
議
長
と
な
り
、
活

報
告
、
決
算
報
告
、
役
員
改
選

活
動
計
画
（
案
）、
予
算
（
案

と
一
～
五
号
議
案
ま
で
滞
り
な

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
川
口
市
日
本

り
上
げ
る
よ
う
な
提
案
に
は
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
増
員
に

結
び
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

懇
親
会
に
は
六
十
四
名
が
参
加

し
て
奥
ノ
木
会
長
（
市
長
）
の
挨
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男江好いが動、）く

中
国
友
好
協
会
創
立
以
来
初
め
て

二
十
五
年
以
上
の
協
会
活
動
功
労

者
、
石
塚
栄
・
波
多
野
篤
・
小
林

英
明
・
平
山
安
次
・
内
野
繫
子
・

井
上
不
二
子
・
柳
沢
智
房
・
前
田

稔
夫
の
八
名
を
永
年
功
労
者
と
し

て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
特
別
功
労
者
と
し
て
栗

原
喜
一
郎
顧
問
、
本
多
路
子
教
室

代
表
二
名
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

二
十
五
年
以
上
の
永
年
功
労
者
の

表
彰
は
今
後
定
例
化
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
開
始
ま

で
の
三
十
分
間
「
陽
二
蓮
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

や
は
り
プ
ロ
の
歌
手
が
入
る
こ
と

に
よ
り
会
場
は
華
や
か
さ
に
包
ま

れ
て
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

永
年
功
労
者
の
表
彰
や
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
も
昨
年
の
反
省
会
で

出
さ
れ
た
企
画
案
で
す
。
会
を
盛

会長 挨拶

邵宏偉氏 祝辞

総会審議中
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拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
主

賓
の
中
国
大
使
館
友
好
交
流
部

邵
宏
偉
一
等
書
記
官
、
川
口
市
議

会
吉
田
議
長
、
川
口
市
教
育
委
員

会
茂
呂
教
育
長
の
挨
拶
と
続
き
ま

し
た
。

今
年
も
多
数
の
ご
来
賓
の
皆

様
と
講
師
の
先
生
方
に
出
席
い
た

だ
き
盛
大
で
華
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
来
賓
の
中
に
は
「
日
中

友
好
青
少
年
書
道
交
流
展
」
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
、
川
口
書
道

連
盟
の
市
川
嘉
泉
会
長
や
県
日
中

友
好
協
会
の
役
員
の
方
々
に
も
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

乾
杯
で
は
恒
例
の
栗
原
顧
問

の
音
頭
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
賓
の
皆
様
の
中
に
は
一
年

振
り
に
お
会
い
す
る
方
々
も
お
り

ま
す
が
、
乾
杯
の
音
頭
と
共
に
打

ち
解
け
る
様
子
は
正
に
「
友
好
の

輪
」
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。
今
年

の
九
月
一
日
で
川
口
市
日
中
友
好

協
会
は
創
立
四
十
五
周
年
を
迎
え

ま
す
。
来
年
の
懇
親
会
は
四
十
五

周
念
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う

よ
り
、
記
憶
に
残
る
よ
う
な
催
し

を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
十
九
期

入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
修
了
式

副
事
務
局
長

内
野

繁
子

川
口
中
国
語
教
室
第
三
十
九

期
生
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
修
了
式
は
、

三
月
十
七
日
に
栄
町
公
民
館
で
一

時
間
の
授
業
の
あ
と
、
唐
光
蓮
老

師
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
四
月
に

二
十
一
名
で
始
め
ら
れ
た
ク
ラ
ス

は
、
途
中
編
入
者
を
含
め
二
十
二

名
の
受
講
生
が
修
了
式
を
迎
え
ま

し
た
。
う
ち
十
二
名
が
初
級
Ｂ
ク

ラ
ス
に
進
級
し
ま
し
た
。

一
年
間
新
入
生
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
幹
事
の

矢
澤
昭
人
さ
ん
、
杉
浦
契
子
さ
ん

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

第
四
十
期

入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
開
講
式

幹
事

林

芳
男
・関

健
二

四
月
七
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ
七
時

か
ら
幸
栄
公
民
館
で
入
門
Ｂ
ク
ラ

ス
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
受
講
者
が
集
ま
ら
ず

心
配
し
ま
し
た
が
、
締
切
り
後
も

申
込
み
が
あ
り
、
十
一
名
と
見
学

者
一
名
を
加
え
た
十
二
名
で
の
開

講
式
と
な
り
一
安
心
し
ま
し
た
。

幸
栄
公
民
館
は
四
月
一
日
（
土
）

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
新
し

い
公
民
館
で
す
。

理事長 祝辞

教室代表 祝辞第 39期生修了記念写真

理事長 挨拶
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幸
町
小
学
校
に
併
設
さ
れ
た

公
民
館
で
会
議
室
も
栄
町
に
比
べ

広
く
新
し
い
た
め
、
気
持
ち
良
く

授
業
を
受
け
ら
れ
そ
う
で
す
。
受

講
生
の
皆
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
が
中

国
語
は
初
め
て
で
、
受
講
動
機
も

仕
事
の
関
係
や
子
供
が
手
を
離
れ

た
の
で
、
習
い
事
を
し
た
い
、
定

年
後
何
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

か
、
中
国
旅
行
に
行
っ
て
興
味
を

持
っ
た
な
ど
様
々
で
す
。
こ
の
よ

う
に
受
講
動
機
も
生
活
環
境
も
違

う
人
た
ち
が
、
中
国
語
を
学
ぶ
と

い
う
目
的
で
集
ま
る
機
会
を
大
事

に
活
か
し
一
年
間
、
誰
も
欠
け
る

こ
と
な
く
受
講
で
き
る
よ
う
幹
事

と
し
て
張
凡
先
生
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
ク
ラ
ス
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

川
口
書
道
連
盟
書
道
展

五
月
三
～
五
日

リ
リ
ア
に
て

前
田

稔
夫

川
口
市
書
道
連
盟
主
催
の
川

口
書
道
展
に
加
藤
理
事
長
・
前
田

副
理
事
長
・
栗
原
顧
問
・
林
事
務

局
長
・
内
野
副
事
務
局
長
の
五
名

で
お
祝
い
に
行
き
ま
し
た
。
最
近

パ
ソ
コ
ン
に
頼
り
、
文
字
を
書
か

な
く
な
っ
た
の
で
、
華
や
か
な
条

幅
、
落
ち
着
い
た
書
、
流
れ
る
よ

う
な
流
麗
な
仮
名
書
き
等
素
晴
ら

し
い
書
の
芸
術
に
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

川
口
市
日
本
中
国
友
好
協
会

中
国
大
使
館

陽
光
学
校

生
徒
・家
族
と
記
念
交
流
会

林

芳
男

五
月
二
十
八
日
（
日
）
中
国

大
使
館
陽
光
学
校
小
中
学
生
十
六

人
と
そ
の
家
族
二
十
三
人
、
総
勢

三
十
九
人
の
一
行
が
汪
婉
大
使
夫

人
を
先
頭
に
川
口
市
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ

シ
テ
ィ
に
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気

の
中
到
着
し
ま
し
た
。

川
口
市
と
い
え
ば
鋳
物
工
場

や
安
行
の
植
木
を
連
想
し
ま
す
が
、

新
し
い
川
口
市
の
姿
を
是
非
見
て

ほ
し
い
と
、
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
訪

問
を
以
前
か
ら
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
川
口
市
日
中
友
好
協

会
が
今
年
九
月
一
日
で
創
立
四
十

五
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
と
、

六
月
一
日
が
中
国
の
「
子
供
の
日
」

と
い
う
こ
と
で
話
が
一
気
に
進
み
、

五
月
二
十
八
日
に
陽
光
学
校
生
徒

と
そ
の
家
族
が
訪
問
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
は
映
像
産

業
拠
点
と
し
て
川
口
市
が
「
科
学

館
」
を
、
埼
玉
県
が
「
映
像
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

平
日
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
は

社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
県
内

や
都
内
の
小
学
生
が
数
多
く
来
館

し
て
賑
や
か
で
す
。
映
像
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
映
画
や
ア
ニ
メ
の
作

り
方
を
体
験
し
な
が
ら
学
べ
、
ス

タ
ジ
オ
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
天

気
予
報
士
体
験
が
で
き
、
「
空
飛

ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
」
に
乗
っ
て
世
界

教室代表と講師・張老師

第 40期生スタート

空飛ぶ絨毯
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旅
行
・
恐
竜
の
世
界
探
検
も
で
き

ま
す
。
Ｃ
Ｇ
合
成
や
映
像
制
作
が

楽
し
く
学
べ
る
施
設
で
す
。

最
初
は
言
葉
の
問
題
な
ど
で

喜
ん
で
も
ら
え
る
か
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
杞
憂
に
終
わ
り
、
子

供
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
も
喜
ん

で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
視
覚
に

訴
え
る
た
め
、
即
、
楽
し
め
る
の

で
安
心
し
ま
し
た
。

次
に
向
か
い
の
施
設
、
科
学
館

に
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は

説
明
員
無
し
で
自
由
に
遊
べ
る
こ

と
で
子
供
た
ち
は
飛
び
回
っ
て
い

ま
し
た
。
子
供
た
ち
な
り
に
考
え

る
こ
と
が
逆
に
制
約
な
く
楽
し
い

の
か
と
考
え
直
し
ま
し
た
。
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
や
科
学
館
共
に
当
初
の

心
配
は
不
要
で
本
当
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

午
後
は
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

今
回
大
使
館
で
も
こ
れ
だ
け
の
セ

ク
シ
ョ
ン
が
集
ま
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
無
い
と
い
う
こ
と
で
、
自
己

紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

政
治
、
商
務
、
文
化
、
交
流
、

武
官
室
、
領
事
、
総
務
、
国
際
、

地
域
、
教
育
、
科
学
技
術
、
文
匯

な
ど
若
い
人
た
ち
が
多
く
感
心
し

ま
し
た
。
彼
ら
と
川
口
の
若
者
が

交
流
で
き
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
シ
ャ
ト
ー
赤
柴
に
移

り
奥
ノ
木
市
長
を
待
ち
ま
し
た
。

こ
の
日
二
十
件
の
公
務
の
中
駆
け

つ
け
て
頂
い
て
大
使
夫
人
も
感
激

で
す
。
市
長
は
挨
拶
の
後
、
子
供

た
ち
に
日
本
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
放
射
能
の
問
題
や
中
国
が

嫌
い
と
い
わ
れ
る
理
由
な
ど
、

時
に
は
市
長
を
困
ら
せ
る
質
問
も

あ
り
ま
し
た
が
、
丁
寧
に
答
え
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
市
長
を
囲

み
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
子
供
た
ち
は
元
気
に

飛
び
回
り
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
り
手

を
振
る
姿
は
本
当
に
楽
し
そ
う
で

交
流
会
を
企
画
し
て
良
か
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。

❈
中
国
大
使
館
Ｈ
Ｐ
の
《
駐
日
大

使
館
陽
光
学
校
、
川
口
市
「
Ｓ
Ｋ

Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
」》
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
見
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

毎
年
川
口
市
の
小
学
生
ら
が

中
国
大
使
館
を
訪
問
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
中
国
大
使
館
・
陽
光

学
校
の
生
徒
達
を
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ

ィ
と
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
招
待

し
た
交
流
会
は
大
成
功
で
し
た
。

ス
ナ
ッ
プ
写
真
か
ら
子
供
た
ち

の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

記念集合写真

会長の歓迎挨拶

自己紹介

グリーンセンターの新幹線


